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研究成果の概要： 

カントの「批判的方法」を基に「平和のうちに生存する権利」（日本国憲法前文）の「形而上

学的」解明をおこない、次の結論に至った。⑴「２１世紀の権利」といわれる「平和的生存権」

の形而上学的根拠は「自由」にあること、⑵ この「自由」はその権利主体である「人格」「人

格性」において「人格的自律」として確認されること、したがって、⑶「汝、平和を欲すれば、

平和に備え、平和的生存権を培え」（『法律時報』１９９６年６８巻９号６１頁参照）。という

憲法学からの提言は最終的に「人格教育」（「教育基本法」第１条）の問題に帰着すること。 
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１．研究開始当初の背景 
⑴ ２１世紀の時代背景： 
２１世紀に入り、改めて世界の動きを見渡

した時、人類の歩みが一つの大きな節目を迎

えて、時代が新たな段階に入りつつあること

を実感する。しかし、社会情勢・政治情勢は

依然として混沌とした状況にあり、人々は、

「社会のあるべき姿」に関する確固とした

「理念」の実在とその普遍性の哲学的根拠

（確信）を求めている。とくに「恒久平和」

の理念の普遍性とその実現の可能性の問題

は、２１世紀人類の最大の課題である。この

課題は、世界各国の国内問題・国際問題と連

動して、新たな「実践哲学」「政治哲学」の

確立への期待となっている。この問題提起に

応えることは哲学研究者の責務である。 
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⑵「２１世紀の人権」としての「平和的生存

権」の重要性に対する憲法学の動き： 
国際憲法学会第４回世界大会（１９９５年、

東京）の報告書によれば、同国際学会におい

て日本国憲法の平和主義（前文）の普遍性と

今日的意義が確認された。そして、同報告書

は、「汝、平和を欲すれば、平和に備え、平

和的生存権を培え」という提言を２１世紀の

国際社会に投げかけている（深瀬忠一「戦後

５０年の世界の『諸憲法と国際平和』の新た

な展望７ 国際憲法学会第４回世界大会と

『憲法と平和』部会の意義」『法律時報』１

９９６年６８巻９号６１頁参照）。一方、日

本国憲法の平和主義とカント哲学との関係

性に関しても、憲法学においてその今日的意

義が再確認され、問題のさらなる哲学的究明

がカント研究者に託された形となっている

（深瀬忠一・樋口陽一ほか編『恒久平和のた

めに ― 日本国憲法からの提言』勁草書房、

１９９８年、７～１０頁参照）。 
 
⑶ 日本国憲法を巡る国内の状況： 
日本国内に目を転じてみると、２０００年

１月、国会の衆参両院に憲法調査会が設置

（国会法第１１章の２）されて以来、憲法改

正問題に関する議論が活発さを増している。

しかし、国会審議録や関係する研究文献を見

る限り、これまでの議論は解釈論やイデオロ

ギー的議論に終始するものであって、例えば、

「国民主権が人類普遍の原理であること」

「政治道徳の法則が普遍的なものであるこ

と」（日本国憲法前文）等の形而上学的根本

原理に対する哲学的（形而上学的）考察に欠

けていた。 
 
⑷ カント研究の進展： 
一方、これまでのカント研究の側にも問題

があった。従来から、カント哲学は、永遠平

和論の哲学的考察の中心に位置づけられて

きたが、そのカント論は、これまで『永遠平

和のために』（１７９５年）のみ、あるいは

『人倫の形而上学の基礎づけ』（１７８５年）

や『実践理性批判』（１７８８年）を中心と

した道徳論に基づく研究が主流であり、カン

ト批判哲学の体系全体から考察するという

研究が十分であったとはいい難い。とくに

『判断力批判』（１７９０年）および『人倫

の形而上学』（１７９７年）に示されている

カント晩年の形而上学に対する配慮が不十

分であった。しかし、以上の欠落を補う準備

は、すでに拙著『カント「判断力批判」の研

究』（東海大学出版会、１９９５年）と『カ

ント政治哲学序説』（成文堂、２０００年）

によって整えられている。これらの準備を基

にした研究の新たな具体的成果として、２０

０３～２００５年度の科研費基盤研究(C)（題

目：カント批判哲学による「基本的人権」総

論の形而上学的基礎づけ）の研究成果をあげ

ることができる。日本のカント研究は、「法

の支配」に関する憲法学の根本問題に正面か

ら取り組むことができる段階にきている。 
 
⑸ 日本の平和主義に対する海外の関心： 
「平和」の問題は人類普遍の関心事である。

２１世紀に入り、カント平和論の普遍性およ

び日本国憲法の基本精神の普遍性に関して、

海外の研究者の関心がとくに高まっている。

そのことは、国際憲法学会第４回世界大会

（１９９５年、東京）やカント没後２００年

記念チュニス国際学会（２００４年、チュニ

ス）、第１０回国際カント学会（２００５年

９月、サンパウロ）等での議論に見ることが

できる。また、日本の平和主義に対する世界

の関心の高さは、フランスの学術誌 Revue 
« Cités » の「日本」特集号 No 27 (2006) に
も如実に現れている。 
 
 
２．研究の目的 
⑴ 憲法学からの問題提起の哲学的解析： 
上の１－⑵にあげた国際憲法学会第４回

世界大会（１９９５年、東京）報告書および

『恒久平和のために ― 日本国憲法からの

提言』に問題提起されている憲法学からの提

言「汝、平和を欲すれば、平和に備え、平和

的生存権を培え」を受けて、哲学研究の立場

から「平和」および「平和的生存権」の哲学

的本質を分析し、その形而上学的根拠を明ら

かにする。 
 
⑵「平和的生存権」の「可能性」「源泉」「限

界・範囲」の哲学的解明： 
カントが提唱した「批判的方法」を「平和

のうちに生存する権利」（日本国憲法前文）

の本質の解析に適用して、「平和」「権利」「生

存権」等の概念の形而上学的本質を明らかに

する。そして、「平和的生存権」という人権

の「可能性」「源泉」「限界・範囲」を確認す

ることによって、この人権の客観的実在性と

その現実社会における実現の可能性を哲学

的に証明する。 
 
⑶「平和的生存権」という理念の実現の方法： 
さらに、「永遠平和」を巡る議論において

「理論」と「実践」を繋ぐ原理、すなわち「理



 

 

念」の「実現」を根拠づける原理の存在を確

認し、その原理に基づいて「平和的生存権」

が現実社会でどのように実践・実現されるか

を明らかにする。 
 
⑷「平和的生存権を培え」の哲学的解析： 
国際憲法学会第４回世界大会（１９９５年、

東京）報告書の結論部（深瀬忠一「戦後５０

年の世界の『諸憲法と国際平和』の新たな展

望７ 国際憲法学会第４回世界大会と『憲法

と平和』部会の意義」、上掲、６２頁参照）

で憲法学の立場から最終的に問題提起され

ている「教育」の問題を取り上げ、たしかに

「教育」の問題が「平和」という理念の実践・

実現の問題と直結していることを「批判的方

法」に基づいて証明するとともに、その「教

育原理」の形而上学的本質を明らかにする。 
 
 
３．研究の方法 
⑴ 思想史の観点から： 
サン・ピエールやルソーの「永遠平和論」、

あるいは１９世紀および２０世紀の「平和

論」に関する文献を精査し、思想史の視座か

ら「平和的生存権」の思想的背景を明らかに

し、議論展開の足場を固める。その際、海外

の文献調査および海外の研究者との情報交

換を重視し、考察の客観性を高めるようにす

る。 
 
⑵ カントの「批判的方法」の適用： 
２００３～２００５年度の科研費基盤研

究(C)（題目：カント批判哲学による「基本的

人権」総論の形而上学的基礎づけ）によって、

カントの「批判的方法」は人権論の哲学的問

題を考える上で有効であることが証明され

ている。そこで、この「批判的方法」を「平

和的生存権」の形而上学的解明の課題に応用

する。カント独自の「批判的方法」とは、問

題の本質を自然科学の世界（自然法則が支配

する世界）と人間存在の本質が関係する世界

（道徳法則が支配する形而上学の世界）に峻

別し、後者に対して「その可能性・不可能性、

その源泉と範囲・限界」を規定することによ

って、人間存在の本質に迫る方法である（カ

ント『純粋理性批判』）。 
 
⑶ カントの道徳的目的論の適用： 
「道徳的目的論」は、カントが上記の「批

判的方法」を基に「人間とは何か」という哲

学的根本問題を追究した結果到達した思考

方法である（カント『判断力批判』）。この「道

徳的目的論」は、「普遍と特殊の関係」の問

題、「普遍（理念）の実現」の問題、「理論か

ら実践への移行」の問題を考察する時に議論

展開の鍵となる思考方法である。そこで、こ

の思考方法を平和（理念）と現実社会（実践）

の問題に適用し、「平和」および「平和的生

存権」という理念の実在性と実現の可能性を

検証する。 
 
⑷ 国際学会・セミナー等での議論をとおし

た検証： 
「平和」は国際社会の問題である。原理主

義やテロあるいは強国のエゴ等、「特殊」と

「普遍」の本質的対立の問題に苦悩する今日

の世界情勢の現実を踏まえると、「平和的生

存権」を巡る研究を進めるにあたっては海外

の研究者との討議を重視しなければならな

い。そこで、本研究を進める方法として、要

所要所で国際学会での研究発表や外国の学

術誌への寄稿を思索展開のステップとして

考察を深めていく。 
 
 
４．研究成果 
⑴ 研究の主な成果： 
① 憲法学からの問題提起の哲学的解析： 
カントの「批判的方法」によって、「平和」

および「権利」という概念は本質的に「形而

上学的概念」であること、したがって、「独

断」や「懐疑」の袋小路の議論に陥るのを防

ぐためにはこの「形而上学」の本質に対する

配慮が不可欠であることを明らかにした。 
②「平和的生存権」の「可能性」「源泉」「限

界・範囲」の哲学的解明： 
「批判的方法」に従って形而上学的解明を

さらに進めた結果、「平和的生存権」の「源

泉」は「自由」であること、そして、この「自

由」という概念に対する考え方が「平和的生

存権」の「可能性」「限界・範囲」を決定づ

けることを明らかにした。さらに、「平和的

生存権」という権利の主体に目を向けるなら

ば、この「自由」概念において、その権利主

体（および客体）は個々の「人格」「人格性」

であり、それは実践哲学の視座から見ると

「人格的自律」として捉えられることを明ら

かにした。そして、「個人」のこの「人格的

自律」という道徳目的論的本質において、「個

人の尊重」（日本国憲法１３条）と「平和主

義」（前文）が相互に有機的関係にあること

を証明した。 
③「平和的生存権」実現の可能性： 
 カントの道徳的目的論に基づいて形而上

学的解明をさらに進め、「平和」は完全に人

間自身の「自由」に委ねられた理念であるこ



 

 

と、それ故、この「自由」の実在と実践の可

能性が「平和」という理念の実在と実現の可

能性の形而上学的根拠であることを明らか

にした。以上が、「汝、平和を欲すれば、平

和に備え、平和的生存権を培え」という憲法

学からの提言に関する「批判哲学的」解明の

結論である。 
 
⑵ 得られた成果の国内外における位置づ

け： 
① 国内における位置づけ： 
⒜ 憲法学の分野からの評価： 
 憲法学の重鎮である佐藤幸治教授は、最新

の著書『現代国家と人権』（有斐閣、２００

８年）の第二章「憲法と『人格的自律権』」（８

７～９３頁）で私のカント研究を取り上げ、

憲法学の重要課題とカント哲学との関係性

について詳細に論じている（同書７７～９３

頁参照）。このことは、本研究を支える独自

のカント論の国内における位置づけを証明

しているといえる。 
⒝ カント研究の新たな方向づけ： 
拙著『カント批判哲学による“個人の尊重”

（日本国憲法１３条）と“平和主義”（前文）

の形而上学的基礎づけ』（同書第２部が本研

究成果である）が２００８年度科学研究費補

助金（研究成果公開促進費）に採択され、成

文堂から出版された。これは、本研究によっ

て明らかにされた憲法学と哲学の接点およ

びカント研究の新たな分野の開拓の成果が

客観的に評価された結果である。科研費の助

成による同書の出版は、本研究の国内におけ

る位置づけを如実に示すものであると解す

ることができる。 
② 海外における位置づけ： 
本研究の成果が、フランスの学術誌 Revue 

« Cités » の日本特集号 No.27 (2006) に掲載

されたこと、また、国際学会（第１２回国際

啓蒙主義学会、２００７年、モンペリエ）や

フランス（ミュルーズ）のリセ（Lycée Albert 
Schweitzer）の講演会で講演の機会を与えら

れたことは、本研究の国際的評価を示すもの

である。とくに、拙著『カント批判哲学によ

る“個人の尊重”（日本国憲法１３条）と“平

和主義”（前文）の形而上学的基礎づけ』（上

掲）の巻末（２５０～２９５頁）に収録され

ている英語・ドイツ語・フランス語の論文は、

本研究の国際性を示している。これは、日本

国憲法を巡るカント論の海外における位置

づけを証明するものである。 
 
⑶ 得られた成果の国内外におけるインパク

ト： 

① 国内におけるインパクト： 
 上記の⑵-①-⒝に示す研究成果に対して、

憲法学・法哲学の重鎮である諸先生から高い

評価をいただいた。とくに佐藤幸治先生、樋

口陽一先生、深瀬忠一先生、三島淑臣先生か

らの高い評価は、本研究の国内におけるイン

パクトの一端を示すものといえよう。 
② 海外におけるインパクト： 
これまでの研究成果に対する海外からの

反響の例として、２００８年１２月に海外か

ら次の二つの知らせが届いている。一つは、

Monique Castillo 教授（パリ XII 大学）から

のもので、フランスで刊行予定の学術書への

論文掲載の勧めであり、もう一つは、

Abdelaziz Labib 教授（チュニス・エル゠マ

ナール大学）からのもので、２００９年１２

月にチュニジアで開催予定の国際学会（全体

テーマ：L’idée d’autonomie : ses enjeux 
critiques, ontologiques et politiques）への招

待である。前者については、第１２回国際啓

蒙主義学会で発表した原稿を発展させた論

文 « Le "droit de vivre en paix" comme le 
droit du XXIe siècle : un développement 
contemporain du pacifisme des Lumières » 
（仮題）を寄稿する予定であり、また、後者

に つ い て は 、 « L’autonomie personnelle 
comme la clef de voûte de paix perpétuelle 
selon Kant » （仮題）というタイトルで発表

する予定である。 
 
⑷ 今後の展望： 
① 研究成果の新たな展開： 
上の研究目的３－⑷については、本項（研

究成果）⑴-③で示したように、問題の所在

を確認し、考察の方向性を押さえるに止まり、

課題を残す結果となった。その課題とは、「人

格」および「人格教育」の形而上学的解明の

問題である。この課題は、「カント批判哲学

による『人格教育』（新『教育基本法』第１

条）の形而上学的基礎づけ」という題目で、

現在、平成２１年度科研費基盤研究(C)に申請

中である。 
② 国際学会での発表に向けた準備： 
上記の科研費基盤研究(C)の一環として、来

年度以降に開催予定の二つの国際学会での

発表に向けて準備に入っている。一つは、２

００９年１２月にチュニジアで開催予定の

国際学会（上掲）に向けた発表原稿（上掲）

の準備であり、もう一つは、２０１０年にイ

タリアのピサで開催予定の第１１国際カン

ト 学 会 （ 全 体 テ ー マ ： Kant und die 
Philosophie in weltbürgerlicher Absicht）に
向けた発表原稿（仮題：„Ein Versuch der 



 

 

"Erziehung zur Persönlichkeit" (AA 09 : 
455) in Japan: kann er ein Schritt zum 
ewigen Frieden sein?“）の準備である。 
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